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江東東法人会会館・建設中のスカイツリー・JR総武線（成田エクスプレス)

左端に江東東税務署（屋上に青い看板）とのコラボレーション



新
秋
の
み
ぎ
り
、
社
団
法
人
江

東
東
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
七
月
の
人
事
異
動

で
、
大
阪
国
税
局
に
配
置
換
え
に

な
り
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
佐
野
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
、
会
員
の
皆
様
方
か
ら

多
大
な
る
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
江
東

東
税
務
署
に
着
任
し
て
か
ら
瞬
く

間
に
二
年
間
が
過
ぎ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

各
部
会
で
計
�
回
講
演
を
行
い

ま
し
た
が
、
拙
い
説
明
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
熱
心
に
ご
聴
講
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
終
了
後
の
意
見
交
換
会

で
は
、
貴
重
な
お
話
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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▼
今
月
は
我
家

の
氏
神
様
の
お

祭
り
が
あ
る
。

そ
の
神
社
の
宮

司
か
ら
、
参
拝

時
の
一
般
的
な
作
法
で
あ
る
二
拝

二
拍
手
一
拝
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

▼
拍
手
は
一
度
手
を
合
せ
て
か
ら

打
つ
も
の
で
あ
り
、
広
げ
た
状
態

か
ら
行
う
の
は
武
士
で
あ
れ
ば
切

腹
も
の
の
無
作
法
だ
そ
う
だ
。
そ

の
後
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
で
参
拝
シ
ー
ン

が
あ
る
と
、
つ
い
そ
の
点
に
注
目

し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
神
主
役
で

も
切
腹
も
の
が
多
い
。

▼
ま
た
、
万
歳
に
つ
い
て
も
、
正

し
く
は
腕
を
上
げ
る
時
に
は
手
の

ひ
ら
を
内
側
に
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
相
手
に
手
の
ひ
ら
を
見
せ
る

の
は
降
参
の
合
図
だ
と
若
い
時
に

武
道
の
師
範
か
ら
教
え
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
た
戦
争
映
画
で
さ
え
祝
賀

の
場
面
に
て
皆
で
降
参
し
て
い
る

光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

▼
知
ら
な
け
れ
ば
気
に
も
し
な
い

よ
う
な
些
細
な
こ
と
だ
が
、
日
本

文
化
に
精
通
し
て
い
る
外
国
の
方

も
多
い
の
で
指
摘
を
受
け
ぬ
よ
う

気
を
つ
け
た
い
と
思
う
。

︵
和
︶

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

法人会ニュース 江 東 ひ が し

法
人
課
税
第
三
部
門
統
括
官
の
花

島
康
夫
氏
は
、
国
税
庁
へ
、
法
人

課
税
第
四
部
門
統
括
官
の
根
本
正

敏
氏
は
、
柏
税
務
署
へ
転
勤
さ
れ

た
。
ま
た
、
総
務
課
長
補
佐
の
巣

内
繁
行
氏
は
離
職
さ
れ
た
。

な
お
、
法
人
会
の
窓
口
と
な
る

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官
の
高

橋
潤
子
氏
、
審
理
担
当
上
席
の
前

田
圭
一
氏
、
山
崎
雅
子
審
理
担
当

調
査
官
は
そ
れ
ぞ
れ
留
任
さ
れ
た
。

去
る
�
月

日
付
で
税
務
署
の

10

定
期
異
動
が
あ
っ
た
。

市
原
健
二
署
長
は
留
任
さ
れ
た
。

法
人
担
当
副
署
長
に
は
、
熊
本
国

税
局
課
税
部
酒
類
調
整
官
か
ら
堂

前
弘
幸
氏
、
総
務
課
長
に
は
、
麹

町
税
務
署
納
税
者
支
援
調
整
官
か

ら
森
脇
靖
氏
、
法
人
課
税
第
三
部

門
統
括
官
に
は
、
東
京
上
野
税
務

署
情
報
技
術
専
門
官
か
ら
石
橋
博

之
氏
、
法
人
課
税
第
四
部
門
統
括

官
に
は
、
木
更
津
税
務
署
法
人
課

税
第
三
部
門
統
括
官
か
ら
田
畑
龍

一
氏
、
総
務
課
長
補
佐
に
は
、
本

郷
税
務
署
総
務
課
長
補
佐
か
ら
鎌

田
利
樹
氏
が
着
任
さ
れ
た
。

法
人
担
当
副
署
長
の
舩
冨
康
次

氏
は
、
大
阪
国
税
局
課
税
一
部
審

理
官
へ
、
総
務
課
長
の
佐
藤
紀
幸

氏
は
、
緑
税
務
署
総
務
課
長
へ
、

平成 22 年 9 月 1 日 第 408 号 (�)

市
原
健
二
署
長
は
留
任

江
東
東
税
務
署
定
期
異
動

市原署長

社
会
貢
献
活
動
の
﹁
ま
ち
を
き

れ
い
に
﹂
で
は
、
役
員
、
会
員
の

皆
様
方
が
、
地
域
の
た
め
、
清
掃

活
動
に
汗
を
流
さ
れ
る
姿
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

私
ど
も
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
も
、﹁
利
用
率
�

�

�
％

宣
言
﹂
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
法

人
会
館
壁
面
へ
の
看
板
設
置
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
積
極
的
な
ご
支
援

を
賜
り
、
大
変
心
強
く
感
じ
ま
し

た
。今

後
と
も
税
務
行
政
に
対
し
ま

し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
江
東

東
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に

ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
お
別
れ
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
別
れ
に
当
た
っ
て

前
副
署
長

舩
冨

康
次
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献
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ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
で
感
謝
状

氏 名

前 任 者新 任 者

留 任

職 名

山 崎 雅 子留 任山 崎 雅 子法 人 審 理 官

江東東税務署新旧幹部職員及び担当職員名 平成22年�月12日現在

留 任齊 藤 栄 治留 任齊 藤 栄 治(総 担)副
署
長

留 任市 原 健 二留 任市 原 健 二署 長

新所属・官職氏 名旧所属・官職

佐 藤 紀 幸麹町・納税者支援調整官森 脇 靖総 務 課 長

留 任関 孝 夫留 任関 孝 夫特別調査官（指定）

大阪局課税一部・審理官舩 冨 康 次熊本局課税部・酒類調整官堂 前 弘 幸(法 担)

上 原 卓 雄徴 収 統 括 官

留 任清 水 栄 作留 任清 水 栄 作� 部 門

東村山・徴収�・統括官岡 澤 和 彦柏・管運�・統括官木 内 雄 二� 部 門
管
理
運
営
統
括
官

緑・総務課長

千葉東・個人�・統括官北 岡 司 朗木更津・個人�・統括官佐 藤 与 弘� 部 門

雪谷・個人�・統括官内 村 一 秋東金・個人�・統括官弓 削 義 満� 部 門個
人
統
括
官

留 任上 原 卓 雄留 任

髙 橋 潤 子留 任髙 橋 潤 子� 部 門

法
人
統
括
官

足立・資産・統括官浅 野 裕東京局課税一部・資産評価池 谷 仁資 産 統 括 官

留 任西 村 博 志留 任西 村 博 志� 部 門

田 畑 龍 一� 部 門

国税庁花 島 康 夫東京上野・情技専官石 橋 博 之� 部 門

留 任田名部 豊留 任田名部 豊� 部 門

留 任

法 人 審 理 上 席

離 職巣 内 繁 行本郷・課長補佐鎌 田 利 樹総 務 課 長 補 佐

留 任田 中 幸 治留 任田 中 幸 治法 人 総 括 上 席

柏・法人�・統括官根 本 正 敏木更津・法人�・統括官

留 任前 田 圭 一留 任前 田 圭 一

当
会
で
は
﹁
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
利
用
�
	
	
％
宣
言
﹂
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
や
配
布
、
法
人
会
館
Ｊ
Ｒ
側
の
壁
面

に
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
利
用
推
進
の
看
板
︵
表
紙
写
真
参
照
︶

を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
そ
の
利
用
推
進
に
努
め
て

き
た
。
そ
の
努
力
が
評
価
さ
れ
、
去
る
�
月

日
に

14

法
人
会
館
で
市
原
江
東
東
税
務
署
長
か
ら
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
た
。

e-Tax利用推進に努力 感謝状を授与される佐野会長



ン
タ
ッ
チ
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ

プ
ロ
野
球
や
Ｊ
リ
ー
グ
で
好

き
な
球
団
は
あ
り
ま
す
か
。

副
署
長

野
球
は
巨
人
、
Ｊ
リ
ー

グ
は
地
元
の
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
︵
Ⅱ

部
︶
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
近
読
ま
れ
た
本
と
、
そ
の

感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

副
署
長

ウ
ォ
ー
ム
ハ
ー
ト
／
コ

ー
ル
ド
ボ
デ
ィ
と
い
う
本
で
す
。

死
ん
だ
体
に
生
き
た
心
を
も
た

さ
れ
た
主
人
公
が
、
体
ま
で
も
再

生
さ
せ
て
し
ま
う
筋
書
き
で
、
将

来
の
医
学
の
進
歩
な
ら
あ
り
得
な

い
話
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ

健
康
面
で
普
段
心
掛
け
て
い

る
こ
と
や
、
実
践
し
て
い
る
健
康

法
を
是
非
教
え
て
く
だ
さ
い
。

副
署
長

お
酒
の
席
で
は
、
手
元

に
必
ず
﹁
和や
わ

ら
ぎ
水
﹂
を
置
い
て
、

飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。

実
践
し
て
い
る
健
康
法
は
、
歩

く
こ
と
と
、
外
食
を
控
え
て
自
炊

し
、
野
菜
を
よ
り
多
く
食
べ
る
こ

と
で
す
。

Ｑ

座
右
の
銘
や
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

副
署
長

座
右
の
銘
と
言
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、﹁
正
し

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

法人会ニュース 江 東 ひ が し

昭
和

年
�
月
、
港
区
の
芝
税

61

務
署
か
ら
鹿
児
島
県
の
川
内

せ
ん
だ
い

税
務

署
へ
異
動
し
、
平
成

年
に
は
大

13

分
税
務
署
で
税
務
広
報
広
聴
官
を

経
験
い
た
し
ま
し
た
。

平
成

年
に
は
熊
本
西
税
務
署

15

で
酒
類
指
導
官
、
平
成

年
に
熊

17

本
国
税
局
に
お
い
て
酒
税
課
課
長

補
佐
、
平
成

年
に
酒
類
調
整
官

21

を
経
ま
し
て
、
今
回
の
異
動
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
ま
で
酒
税
に
携
わ
る

仕
事
が
多
い
中
、
過
去
に
法
人
の

調
査
を
�
年
間
担
当
し
て
お
り
ま

す
。

Ｑ

続
き
ま
し
て
趣
味
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
署
長

こ
こ
数
年
は
、
愛
犬
と

の
散
歩
が
日
課
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
庭
で
の
野
菜
づ
く

り
と
園
芸
が
好
き
で
、
今
年
は
朝

顔
と
に
が
う
り
の
日
除
け
が
立
派

に
育
ち
ま
し
た
が
⁝
⁝
妻
に
バ
ト

今
年
も
税
務
署
の
定
期
異
動
が

あ
り
、
法
人
担
当
副
署
長
に
堂
前

弘
幸
氏
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
広
報
委
員
会
で
は
、
堂

前
副
署
長
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
例
年
ど
お
り
誌
上
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
試
み
ま
し
た
。

Ｑ

堂
前
副
署
長
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
本
日
は
、
江
東
東
法
人
会

の
会
員
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、

出
身
地
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

副
署
長

鹿
児
島
県
の
出
水

い
ず
み

市
で

す
。
県
北
部
に
位
置
し
、
越
冬
の

た
め
、
毎
年
�
万
羽
を
超
え
る
鶴

が
飛
来
す
る
町
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ

税
務
の
職
場
に
入
ら
れ
た
き

っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

副
署
長

実
兄
が
税
務
の
職
場
に

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
公
務

員
試
験
を
受
験
し
ま
し
た
。
就
職

難
の
時
代
で
あ
り
、
特
に
﹁
志
﹂

が
あ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

今
ま
で
の
略
歴
を
お
願
い
し

ま
す
。

副
署
長

昭
和

年
�
月
に
熊
本

51

国
税
局
で
採
用
さ
れ
、
即
、
東
京

国
税
局
へ
出
向
し
ま
し
た
。
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堂前副署長さん こんにちは

誌上インタビュー

い
と
思
っ
た
こ
と
に
は
、
自
信
を

持
っ
て
取
り
組
む
﹂
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

Ｑ

江
東
区
の
印
象
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
す
か
。

副
署
長

や
っ
ぱ
り
東
京
で
す
ね
。

人
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
、
法
人
会
活
動
に
つ

い
て
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

副
署
長

説
明
会
や
講
演
会
・
研

修
会
な
ど
、
積
極
的
に
数
多
く
の

企
画
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
皆
様

方
の
ご
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、﹁
ま
ち
を
き
れ
い
に
﹂
の

清
掃
活
動
や
、
青
年
部
の
方
々
が

講
師
を
務
め
ら
れ
る
租
税
教
室
な

ど
、
社
会
貢
献
活
動
の
内
容
を
お

聞
き
し
ま
し
て
、
た
い
へ
ん
素
晴

ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
心

い
た
し
ま
し
た
。

税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

で
き
得
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
会

以
上
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終
わ
り
ま
す
。

堂
前
副
署
長
さ
ん
、
本
日
は
お

忙
し
い
中
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

堂前副署長
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�
月
研
修
会
が
�
月

日
㈮
、

18

講
師
に
江
東
東
税
務
署
法
人
課
税

第
一
部
門
上
席
国
税
調
査
官
の
前

田
圭
一
氏
を
迎
え
て
法
人
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。

研
修
の
前
半
は
、
グ
ル
ー
プ
法

人
税
制
に
関
す
る
内
容
で
、
課
税

の
中
立
性
や
公
平
性
等
を
確
保
す

る
た
め
に
改
正
が

行
わ
れ
、
そ
の
背

景
に
は
�
つ
の
理

由
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

第
�
の
理
由
は
、

大
企
業
が
子
会
社

を
た
く
さ
ん
設
立

し
、
合
法
的
に
軽

減
税
率
や
交
際
費
の
損
金
不
算
入

枠
、
寄
附
金
の
損
金
算
入
限
度
額

を
最
大
限
活
用
す
る
と
い
っ
た
事

例
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

第
�
の
理
由
は
、
損
出
し
の
問

題
で
、
例
え
ば
、
含
み
損
の
あ
る

土
地
は
、
他
に
売
却
す
る
ま
で
損

失
を
計
上
で
き
な
い
が
、
そ
の
土

地
を
�
�
�
％
子
会
社
に
売
却
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
内

で
所
有
し
た
ま
ま
損
失
を
実
現
で

き
る
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
現
行
法
で
は
適
切
に
対
応
で

き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
背
景
を
踏
ま
え
、
�

�

�

％
グ
ル
ー
プ
内
の
法
人
間
の
資

産
の
譲
渡
取
引
等
を
中
心
に
説
明

が
あ
っ
た
。

後
半
は
消
費

税
に
関
す
る
内

容
で
基
本
的
な

仕
組
み
や
非
課

税
と
な
る
国
内

取
引︵

項
目
︶

13

に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
海
外
へ
の
輸
出
や
秋
葉

原
等
の
免
税
店
に
お
け
る
外
国
人

旅
行
者
に
対
す
る
免
税
取
引
に
つ

い
て
具
体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。

今
回
の
研
修
は
、
税
制
改
正
の

背
景
や
、
消
費
税
の
非
課
税
・
免

税
等
、
な
る
ほ
ど
と
思
え
る
判
り

や
す
い
説
明
で
あ
っ
た
。

�
月
研
修
会
は
�
日
㈮
法
人
会

館
に
て
、
講
師
に
税
理
士
の
四
方

茂
氏
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

研
修
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

�
．
通
勤
手
当

⑴

通
勤
手
当
の
区
分
が
な
く

﹁
給
与
に
含
め
て
﹂
支
給
し
て
い

る
と
課
税
。

�
．
転
勤
費
用

⑴
転
勤
に
伴
っ
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
通
常
必
要
と
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
源
泉
徴

収
の
必
要
な
し
。



．
研
修
費
用
と
学
資
金

⑴
研
修
費
用
が
課
税
を
受
け
な

い
条
件
は
、
会
社
の
業
務
遂
行
上

必
要
な
も
の

⑵
学
資
金
も
次
の
条
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
、
非
課
税

①
学
校
教
育
法
�
条
︵
高
等
学

校
を
含
み
、
大
学
や
高
等
専
門
学

校
を
除
く
︶
に
修
学
す
る
費
用
②

特
定
の
者
だ
け
を
支
給
対
象
と
し

て
い
な
い
こ
と

�
．
社
員
社
宅
の
貸
付

①
社
員
か
ら
実
際
に
徴
収
し
て

い
る
賃
貸
料
が
、
所
定
の
方
法
で

求
め
た
賃
貸
料
相
当
額
︵
以
下
賃

貸
料
︶
の

％
相
当
額
未
満
で
あ

50

る
場
合
に
は
、
実
際
に
徴
収
し
て

い
る
額
と
賃
貸
料
と
の
差
額
が
給

与
と
し
て
課
税
。

②
役
員
に
対
す
る
社
宅
等
の
貸

与
で
の
賃
貸
料
は
、
社
員
に
貸
与

す
る
場
合
の
賃
貸
料
よ
り
大
幅
に

高
く
な
る
。

�
．
金
銭
の
貸
付

⑴
社
員
に
対
す
る
金
銭
の
貸
付

が
非
課
税
の
条
件

①
年
間
の
貸
付
金
に
つ
い
て
受
け

る
経
済
的
利
益
の
合
計
額
が
�
千

円
以
下

②
会
社
が
他
か
ら
借
り
入
れ
て
貸

し
付
け
た
場
合
の
金
利
は
、
そ
の

調
達
金
利
以
下

③
そ
の
他
の
場
合
は
、
貸
付
し
た

年
の
前
年

月

日
の
公
定
歩
合

11

30

に
年
�
％
を
加
算
し
た
利
率
以
下

�
．
従
業
員
を
被
保
険
者
と
す

る
生
命
保
険
に
加
入
す
る
と
き

①
養
老
保
険
︵
満
期
。
死
亡
保
険

金
と
生
存
保
険
金
が
あ
る
︶
⁝
⁝

保
険
金
受
取
人
を
誰
に
す
る
か
で
、

税
務
上
の
取
り
扱
い
が
異
な
る
。

②
定
期
保
険
︵
掛
け
捨
て
︶
⁝
⁝

死
亡
保
険
金
受
取
人
が
会
社
で
も

従
業
員
の
遺
族
で
も
、
会
社
は
損

金
算
入
で
き
従
業
員
は
所
得
税
の

課
税
な
し
︵
特
定
の
者
だ
け
を
保

険
対
象
と
し
て
い
な
い
こ
と
︶

�
．
外
国
人
留
学
生
を
ア
ル
バ

イ
ト
と
し
て
採
用
し
た
と
き

①
居
住
者
︵
学
術
・
技
芸
の
修
得

の
た
め
居
住
す
る
期
間
が
�
年
以

上
︶
の
場
合
は
、
一
般
ア
ル
バ
イ

ト
と
同
じ
扱
い

②
非
居
住
者
の
場
合
は
、
原
則
20

％
の
源
泉
課
税

③
そ
の
国
内
源
泉
所
得
に
つ
い
て

租
税
条
約
の
適
用
を
受
け
る
場
合

は
、
法
律
よ
り
条
約
が
優
先
す
る
。

源
泉
所
得
税
の
実
務
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
た
研
修
と
な
っ
た
。

税
制
改
正
と
消
費
税

税
研
部
会
研
修
会

実
務
ポ
イ
ン
ト
を
研
修

源
泉
部
会
研
修
会

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

前田法�上席

講師の四方 茂氏
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会
員
の
皆
様
方
に
は
、

大
変
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
、
創
意
工
夫
を
も

っ
て
ご
事
業
の
運
営
に

邁
進
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
こ
と
に
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
当
会
で
は
本

年
も
�

月
か
ら

月
ま

12

で
の
�

ヶ

月
を
会
員
増

強
特
別
月
間
と
し
て
、

組
織
を
あ
げ
て
会
員
増

強
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
法

人
会
が
会
員
増
強
を
行

う
の
か
と
申
し
ま
す
と
、

﹁
数
は
力
な
り
﹂
と
い

わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
会

員
数
が
多
け
れ
ば
多
い

ほ
ど
法
人
会
の
意
見
は

尊
重
さ
れ
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
本
年
は
税
制
に
関
し

て
、
法
人
課
税
の
実
効
税
率
の
引

き
下
げ
や
中
小
法
人
税
率
の
引
き

下
げ
等
の
改
正
要
望
を
作
成
し
て
、

全
国
法
人
会
総
連
合
を
通
じ
て
国

会
や
政
府
機
関
に
そ
の
実
現
方
を

働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
意
見
も
、
会
員
数
が

多
け
れ
ば
そ
の
実
現
が
容
易
と
な

る
わ
け
で
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
こ
の
点
を

充
分
に
ご
理
解
の
う
え
、
お
知
り

合
い
の
経
営
者
で
法
人
会
に
ご
加

入
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
法

人
会
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
一
声
か
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、

是
非
、
こ
の
活
動
に
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
で
�
年
目
と
な
る
青
年
部

会
に
よ
る
租
税
教
室
が
内
容
を
更

に
充
実
さ
せ
、
第
三
亀
戸
中
学
校

�
年
生
対
象
に
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
講
義
は
大
き
く
�
つ
に

構
成
さ
れ
、
①
税
金
の
意
義
と
役

割
、
②
税
の
種
類
と
仕
組
み
、
③

グ
ル
ー
プ
討
議
、
④
財
政
の
現
状

と
今
後
の
課
題
が
各
ク
ラ
ス
毎
に

行
わ
れ
た
。

①
税
金
の
意
義
と
役
割
で
は
テ

キ
ス
ト
の
資
料
を
基
に
﹃
国
の
歳

出
の
内
訳
﹄
の
解
説
か
ら
始
ま
り
、

学
校
教
育
に
関
わ
る
具
体
的
な
費

用
を
例
に
出
し
、﹁
税
金
は
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
為
に
み
ん
な

で
出
し
合
う
会
費
の
様
な
も
の
﹂

と
説
明
し
た
。

②
税
の
種
類
と
仕
組
み
に
つ
い

て
は
税
金
の
種
類
の
多
さ
と
納
め

方
の
違
い
を
説
明
し
、
こ
れ
ら
は

全
て
公
平
に
税
金
を
負
担
す
る
為

の
仕
組
み
で
あ
る
と
﹁
課
税
の
公

平
﹂
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

③
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
年
間

予
算
�
、
�
�
�
万
円
で
収
入
�
、

�
�
�
万
円
の
赤
字
財
政
を
課
題

と
し
て
、
解
決
策
を
班
毎
に
討
論

し
発
表
す
る
内
容
で
、
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
た
。

経
費
を
削
減
す
る
考
え
や
増
税

案
、
中
に
は
戦
争
を
す
る
等
の
驚

く
様
な
意
見
も
出
て
い
た
。

④
財
政
の
現
状
と
今
後
の
課
題

で
は
テ
キ
ス
ト
の
数
値
を
参
考
に

日
本
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
講
義

し
た
。

今
年
度
に
は
公
債
残
高
が
	
�

�
兆
円
に
も
な
る
現
状
と
歳
入
と

歳
出
の
危
機
的
な
比
率
を
一
般
家

庭
の
家
計
例
に
置
き
換
え
て
、
将

来
の
納
税
者
で
あ
る
生
徒
達
に
も

解
か
り
易
く
説
明
し
た
。

最
後
に
今
回
の
租
税
教
室
に
協

力
頂
い
た
、
学
校
関
係
、
東
京
税

理
士
会
江
東
東
支
部
の
先
生
方
並

び
に
江
東
東
税
務
署
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

数
は
力
な
り

組
織
担
当
副
会
長

鯨

岡

俊

司

未
来
の
納
税
者
の
為
に

租
税
教
室

青
年
部
会

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

佐野幹事長がアドバイス

仲間を増やそう

解決策を発表

熱弁の渡辺部会長
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発
行
人

佐
野
一
信

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

17

15

○
納
税
証
明
︵
自
動
車
税
以
外
︶

全
都
税
事
務
所

○
納
税
証
明
︵
自
動
車
税
︶

全
都
税
事
務
所
・
都
税
総
合
事

務
セ
ン
タ
ー
・
自
動
車
税
事
務

所
○
滞
納
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
証
明

全
都
税
事
務
所

○
酒
類
製
造
販
売
の
免
許
申
請
の

た
め
の
証
明

全
都
税
事
務
所

�

江
東
都
税
事
務
所

︵
�
�
�

︶

�
�
�
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◎
�

月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
�

期
分
の
納
期
で
す

�
月
に
お
送
り
し
た
納
付
書
に

よ
り
、
お
近
く
の
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
、
ま
た

は
都
税
事
務
所
で
、
�
月

日
㈭

30

ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
、
安
心
で
便
利
な
口

座
振
替
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◎
都
税
に
お
け
る
納
税
証
明
書
は
、

す
べ
て
の
都
税
事
務
所
で
申
請

で
き
ま
す
。

管内法人数 5,467社 法人会員数 2,321社 加入率 42.45％（平成22年月31日現在)

／／ ／http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／
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◀行 事 予 定▶
�月
�日㈭ 税務研究部会一泊研修会

内容：戦国時代の諏訪

講師：諏訪市教育委員会 小林純子氏

午 後 � 時 上諏訪・浜の湯旅館

�日㈰ 会員リクリエーション 午前�時30分 日光東照宮ほか日光方面

�日㈭ 決算法人説明会 午後�時30分 法 人 会 館

10日㈮ 源泉部会一泊研修会

内容：会計と税のよもやま話

講師：公認会計士 斎藤 淳氏

午 後 � 時 川治・伝七旅館

14日㈫ 大島第�支部研修会 午 後 � 時 大島二丁目町会会館

16日㈭ 理事会 午後�時30分 アンフェリシオン

17日㈮ 大島第�・第�支部合同研修会 午前10時30分 産学協同センター

21日㈫ 大島第	・第�支部合同研修会 午 後 � 時 大島中央町会会館

24日㈮ 女性部会研修会 午 後 � 時 江東区施設見学

10月
�日㈭ 決算法人説明会 午後�時30分 江 東 東 税 務 署

12日㈫ 健康講演会（参加費：無料）

内容：がん予防と最新のがん治療（仮題）

講師：癌研有明病院医師

午後�時30分 アンフェリシオン

19日㈫ 地区別税法説明会（亀戸地区） 午前10時と
午後�時30分

カメリアプラザ

研 修 室

20日㈬ 地区別税法説明会（大島地区） 午 後 � 時 江東区総合区民

セ ン タ ー

21日㈭ 地区別税法説明会（砂町地区） 午 後 � 時 砂町文化センター

26日㈫ 税務研究部会研修会 午 後 � 時 法 人 会 館

11月
�日㈮ 源泉部会研修会

内容：年末調整のしかた 講師：江東東税務署担当官

午前10時と
午後�時30分

江 東 東 税 務 署

会 議 室

11日㈭ 税を考える週間・会員大会 午 後 	 時 亀 戸 天 神 社

12日㈮ 年末調整説明会

内容：年末調整のしかた 講師：江東東税務署担当官

午前10時と
午後�時45分

カメリアプラザ

ホ ー ル

16日㈫ 納税表彰式 午 後 � 時 カメリアプラザ

ホ ー ル

17日㈬ 新設法人説明会 午後�時30分 法 人 会 館

◎各部会の研修会の内容・講師については未定のため未掲載となっていますが、決まり次第ホームページに掲載しま

すので、ホームページをご覧になって下さい。（ホームページアドレスは本会報の表紙に掲載しています。）

◎役員会・委員会は省略してあります。お問い合わせは事務局まで。
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